
1 

 

   
 

 
文 化 財 学 習 会 

ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 香西氏の史跡を訪ねる 

講 師 立山 信浩（『笠居郷探訪』著者） 

日 時 平成３１年１月２０日（日） 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 



2 

 

目 
 

次 

（
本
日
の
コ
ー
ス
は
通
し
番
号
１
～
27

の
順
に
進
み
ま
す
） 

 
Ⅰ

．
は
じ
め
に 

１ 

香
西
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
１ 

２ 

磯
崎
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
１ 

Ⅱ

．
宇
佐
八
幡
宮
と
藤
尾
城 

３ 

宇
佐
八
幡
宮 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４ 

藤
尾
城 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
４ 

Ⅲ

．
宇
佐
八
幡
宮
の
石
碑
・
記
念
碑 

５ 

日
露
戦
役
従
軍
記
念
碑 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６ 

「
大
正
三
年
乃
至
九
年
従
軍
者
」
石
板 
・
・
・
８ 

７ 

満
州
上
海
事
変
凱
旋
記
念
碑 

 
 

 
 

・
・
・
８ 



3 

 

８ 

郷
社
宇
佐
神
社
碑 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
９ 

９ 
久
保
利
作
翁
銅
像
碑 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
10

 

10

 

香
西
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
11

 

11

 

松
尾
社
と
香
西
社
寺 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
14

 

Ⅳ

．
芝
山
へ
の
道
筋 

12

 

元
治
二
年
の
石
標 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
15

 

13

 

エ
ビ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
15

 

14

 

む
き
む
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
16

 

15

 

ハ
マ
ス
ジ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
16

 

16

 

水
軍
屋
敷
と
お
水
夫
長
屋 

 
 

 
 

 
・
・
・
17

 

17

 

長
安
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
18

 



4 

18

 

つ
き
あ
た
り
の
地
蔵 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
18

 

Ⅴ

．
芝
山 

19

 
芝
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
19

 

20

 

芝
山
神
社
と
天
狗
岩 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
20

 

21

 

芝
山
城 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
21

 

Ⅵ

．
萬
徳
寺 

22

 

萬
徳
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
21

 

23

 

萬
徳
寺
の
毘
沙
門
天 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
22

 

24

 

学
童
疎
開
の
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
23

 

25

 

萬
徳
寺
の
石
仁
王 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
24

 

26

 

香
西
町
軍
人
墓
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
25

 

27

 

護
国
精
霊
之
墓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
26

 



1 

 
Ⅰ

．
は
じ
め
に 

１ 
香
西
町 

 

も
と
中
笠
居
村
を
経
て
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
十
一
日
よ
り
香
川
郡
香
西
町
。
昭
和
三
十
一

年
（
一
九
五
六
）
九
月
三
十
日
、
高
松
市
の
合
併
に
よ
り
香
西
五
町
（
香
西
本
町
・
香
西
東
町
・
香
西
西

町
・
香
西
南
町
・
香
西
北
町
）
と
な
り
現
在
に
至
る
。 

 

２ 

磯
崎
山 

 

香
西
本
町
・
宇
佐
八
幡
宮
の
あ
る
小
山
（
標
高
二
十
メ
ー
ト
ル
）
の
古
名
。
現
在
は
、
藤
尾
山
、
御
山

（
み
や
ま
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。 

 

香
西
資
村
（
す
け
む
ら
）
の
と
き
宇
佐
八
幡
宮
（
通
称
藤
尾
神
社
）
を
遷
座
。
藤
尾
神
社
が
遷
座
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
磯
崎
山
の
呼
称
も
藤
尾
山
、
御
山
と
変
化
し
た
。 

 

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
香
西
佳
清
（
よ
し
き
よ
）
の
と
き
に
磯
崎
山
に
藤
尾
城
が
築
城
さ
れ
、
宇
佐
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八
幡
宮
は
山
の
上
に
移
さ
れ
た
が
、
藤
尾
城
廃
城
後
、
再
び
宇
佐
八
幡
宮
が
建
て
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。 

 

★
磯
崎
山
か
ら
南
に
伸
び
る
参
道
は
旧
御
厩
道
。
か
つ
て
、
御
厩
で
焼
か
れ
た
陶
器
が
牛
車
・
馬
車
に
満

載
さ
れ
て
こ
の
道
を
通
り
、
香
西
港
の
機
帆
船
に
積
み
込
ま
れ
た
。
途
中
鬼
無
駅
を
通
る
。 

★
宇
佐
八
幡
宮
正
面
の
参
道
脇
に
は
、
御
手
洗
池
（
み
た
ら
い
い
け
）
と
よ
ば
れ
る
池
が
あ
っ
た
。
も
と 

は
、
八
幡
宮
へ
の
参
拝
者
が
手
や
口
を
洗
い
清
め
る
湧
水
を
貯
め
た
小
さ
な
池
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
明

治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
宇
佐
八
幡
宮
が
失
火
全
焼
し
た
後
、
防
火
用
水
と
し
て
大
規
模
な
池
に
造
り

直
さ
れ
た
。
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。 

 

Ⅱ

．
宇
佐
八
幡
宮
と
藤
尾
城 

３ 

宇
佐
八
幡
宮 

縁
起
に
よ
れ
ば
、
承
久
の
乱
の
功
績
で
幕
府
御
家
人
と
な
っ
た
香
西
氏
初
代
の
資
村
（
す
け
む
ら
）
が
、

嘉
禄
～
安
貞
年
間
（
一
二
二
五
～
二
九
）
に
豊
前
国
宇
佐
八
幡
を
勧
請
し
て
創
建
し
た
と
い
う
。
祭
神
は

八
幡
三
神
（
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
仲
哀
天
皇
）。
も
と
笠
居
郷
三
村
の
郷
社
。 



3 

こ
の
八
幡
三
神
は
外
的
防
護
の
武
神
で
あ
り
、
源
氏
の
氏
神
・

守
り
神
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
源
氏
が
鎌
倉
幕
府
を
開
く
と
、
源

氏
に
従
っ
た
全
国
各
地
の
御
家
人
た
ち
は
主
家
の
源
氏
に
な
ら
っ

て
、
自
分
の
領
地
に
八
幡
神
社
を
建
て
た
。 

幕
府
御
家
人
と
な
っ
た
香
西
氏
初
代
資
村
も
ま
た
、
総
本
社
で

あ
る
豊
前
（
大
分
）
宇
佐
神
社
か
ら
分
霊
を
受
け
、
香
西
の
磯
崎

山
（
藤
尾
山
）
に
宇
佐
神
社
を
建
て
た
。 

後
に
、
農
耕
の
神
と
し
て
の
性
格
を
合
わ
せ
持
っ
た
こ
と
か
ら

信
仰
は
庶
民
へ
も
広
が
り
、
全
国
の
八
幡
系
の
神
社
は
三
～
四
万
。

分
祀
の
多
さ
で
は
稲
荷
神
社
に
次
い
で
第
二
位
。 

香
西
に
は
宇
佐
八
幡
宮
と
平
賀
八
幡
宮
の
二
社
が
あ
る
。 

 ★
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
郷
社
に
格
付
け
さ
れ
社
名
を
宇
佐
神

社
と
し
た
。
現
在
も
香
西
、
鬼
無
、
下
笠
居
三
地
区
の
氏
神
。
境

内
に
あ
る
多
く
の
石
像
物
に
は
、
香
西
、
上
笠
居
（
鬼
無
）、
下
笠

居
の
氏
子
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。 
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★
平
成
十
六
年
の
春
祭
り
か
ら
、
モ
モ
テ
ユ
ミ
神
事
が
復
活
し
て
い
る
。 

★
平
成
十
七
年
一
月
に
生
田
塩
田
の
塩
釜
神
社
が
遷
座
さ
れ
た
。 

★
平
成
十
九
年
三
月
か
ら
本
殿
拝
殿
の
全
面
改
築
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
一
年
五
月
竣
工
。 

★
主
な
祭
礼
…
ど
ん
と
焼
き
（
一
月
十
五
日
）、
節
分
祭
（
二
月
三
日
）、
社
日
祭
（
三
月
と
九
月
の
下
旬
）、

春
市
（
四
月
第
四
土
曜
日
）、
秋
祭
り
（
十
月
第
一
土
・
日
曜
日
）、
み
か
ん
焼
き
（
十
二
月
第
二
土
曜
日
）、

杜
氏
祭
（
十
二
月
二
十
二
日
） 

 

４ 

藤
尾
城 

佐
料
（
さ
り
ょ
う
）
城
に
代
わ
る
香
西
氏
最
後
の
居
城
。 

宇
佐
八
幡
宮
建
立
の
三
五
〇
年
後
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
香
西
佳
清
が
、
長
宗
我
部
元
親
の
讃
岐

侵
攻
に
備
え
て
、
磯
崎
山
に
築
城
し
た
城
。
天
守
部
分
の
標
高
二
十
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
と
き
宇
佐
八
幡
宮

は
上
の
山
に
移
さ
れ
た
。 

築
城
開
始
七
年
後
の
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
七
月
末
～
八
月
六
日
、
長
宗
我
部
軍
の
藤
尾
城
侵
攻
が

始
ま
り
、
一
体
は
壮
絶
な
「
藤
尾
合
戦
」
の
舞
台
と
な
っ
た
が
、
佳
清
が
長
宗
我
部
元
親
に
下
っ
て
戦
い

は
終
了
。
そ
の
後
、
藤
尾
城
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
秀
吉
の
四
国
征
伐
に
よ
り
廃
城
。 

築
城
か
ら
廃
城
ま
で
わ
ず
か
十
年
間
の
城
で
あ
っ
た
。 



5 

藤
尾
城
跡
（
現
在
は
宇
佐
八
幡
宮
）
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
七
月
、
高
松
市
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

た
だ
し
、
平
成
五
～
十
九
年
に
か
け
て
高
松
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
四
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
藤
尾

城
跡
発
掘
調
査
で
は
、
藤
尾
城
に
直
接
関
係
す
る
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 ★
お
そ
ら
く
、
藤
尾
城
築
城
に
強
い
批
判
と
抵
抗
感
を
抱
い
て
い
た
村
民
・
町
民
が
、
宇
佐
八
幡
宮
再
建

に
際
し
て
藤
尾
城
の
遺
構
を
徹
底
的
に
排
除
・
撤
去
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

★
藤
尾
城
の
遺
構
の
排
除
・
撤
去
が
行
わ
れ
た
の
は
、
次
の
期
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

①
廃
城
か
ら
宇
佐
八
幡
宮
が
藤
尾
山
に
戻
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
十
年
間
（
一
五
八
五
～
一
六
〇
二
？
） 

②
宇
佐
八
幡
宮
の
失
火
焼
失
か
ら
社
殿
再
建
ま
で
の
十
六
年
間
（
一
八
八
三
～
一
八
九
九
） 

③
宇
佐
八
幡
宮
の
社
殿
が
大
規
模
改
修
さ
れ
た
二
年
間
（
一
九
二
七
～
一
九
二
八
） 

 

Ⅲ

．
宇
佐
八
幡
宮
の
石
碑
・
記
念
碑 

藤
尾
城
廃
城
か
ら
約
二
十
年
後
の
慶
長
年
間
（
一
六
〇
二
年
頃
と
い
う
が
不
明
）、
上
の
山
に
移
さ
れ
て

い
た
宇
佐
八
幡
宮
が
再
び
藤
尾
山
に
も
ど
さ
れ
た
。 
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八
幡
宮
の
祭
神
（
八
幡
三
神
）
は
古
来
か
ら
弓
矢
・
武
道
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
軍
神
・
武
神
と
し

て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
各
地
の
八
幡
宮
は
、
明
治
以
降
の
軍
国
主
義
体
制
下

で
出
兵
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
願
す
る
国
民
精
神
動
員
の
役
割
を
果
た
す
舞
台
と
も
な
り
、
戦
勝
祈
願
の

式
典
の
場
、
村
民
の
入
営
、
入
隊
、
出
兵
の
式
典
の
場
と
な
っ
た
。 

 ★
全
国
各
地
の
八
幡
宮
に
は
、
明
治
～
昭
和
期
に
行
っ
た
対
外
戦
争
に
関
す
る
石
造
物
（
記
念
碑
・
石
碑
・

鳥
居
・
し
め
柱
・
玉
垣
な
ど
）
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。 

★
鬼
無
・
香
西
・
下
笠
居
三
地
区
か
ら
の
出
兵
兵
士
は
、
宇
佐
八
幡
宮
で
出
征
式
典
に
臨
み
、
そ
こ
か
ら

鬼
無
駅
へ
向
か
っ
た
。 

★
香
西
宇
佐
八
幡
宮
に
は
、「
日
露
戦
役
従
軍
記
念
碑
」、「
大
正
三
年
乃
至
（
な
い
し
）
九
年
従
軍
者
」
の

石
板
、「
満
州
上
海
事
変
凱
旋
記
念
」
注
連
（
し
め
）
柱
、「
香
西
神
社
（
旧
忠
魂
社
）」
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

★
全
国
に
三
万
～
四
万
の
八
幡
系
神
社
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 

 

戦
後
の
八
幡
神
は
憲
法
原
則
（
平
和
主
義
・
政
教
分
離
な
ど
）
の
下
で
諸
願
成
就
の
神
と
な
り
、
八
幡
宮

は
庶
民
的
な
神
社
と
な
っ
た
。 
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５ 

日
露
戦
役
従
軍
記
念
碑 

 

正
面
石
段
の
西
脇
に
あ
る
香
西
町
最
大
の
記
念
碑
。
日
露
戦
争
終
戦
の
翌
年
に
当
た
る
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
三
月
三
十
日
建
立
。
表
面
の
碑
文
に
は
笠
居
三
村
か
ら
の
従
軍
者
は
三
百
三
十
五
名
、
そ

の
う
ち
戦
病
死
者
二
十
六
名
、
負
傷
者
四
十
四
名
と
あ
る
。 

 

裏
面
に
三
村
従
軍
者
全
員
の
氏
名
と
官
等
級
を
戦
死
者
（
二
十
一
名
）、
病
死
者
（
六
名
）、
帰
還
者
の

順
に
刻
し
て
い
る
。 

 

★
日
露
戦
争
の
戦
没
者
は
全
国
で
八
万
八
千
余
名
。
日
清
戦
争
の
戦
没
者
一
万
四
千
余
名
と
合
わ
せ
て
、

十
年
間
に
全
国
に
約
十
万
世
帯
の
遺
族
が
生
ま
れ
た
。 

★
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
っ
て
、日
本
は
大
陸
に
お
け
る
諸
権
益
を
得
た
も
の
の
、賠
償
金
は
得
ら
れ
ず
、

戦
争
に
よ
る
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
た
国
民
の
期
待
を
裏
切
っ
た
。
政
府
へ
の
不
満
は
、
日
比
谷
焼
打
ち
事

件
（
条
約
締
結
日
の
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
に
発
生
）
を
契
機
に
地
方
へ
も
波
及
し
、
そ
れ
を
抑
え
る
た

め
に
日
露
戦
争
の
出
兵
兵
士
や
遺
族
を
顕
彰
す
る
行
事
や
記
念
碑
建
立
は
全
国
各
地
で
特
に
入
念
に
行
わ

れ
た
。
関
連
す
る
記
念
碑
は
大
型
の
も
の
と
な
っ
た
。 

★
市
の
法
泉
寺
大
釈
迦
像
は
、
県
内
の
日
清
・
日
露
戦
争
戦
没
者
の
慰
霊
塔
（
忠
魂
碑
）
と
し
て
、
日
露
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戦
争
終
戦
二
年
後
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
に
建
立
。 

 
６ 
「
大
正
三
年
乃
至
（
な
い
し
）
九
年
従
軍
者
」
石
板 

香
西
宇
佐
八
幡
宮
の
正
面
石
段
下
に
あ
る
四
枚
の
石
板
の
裏
面
は
、
表
題
に
「
大
正
三
年
乃
至
（
な
い

し
）
九
年
従
軍
者
」
と
あ
り
、
百
十
二
名
の
従
軍
者
名
（
下
笠
居
村
三
十
名
、
上
笠
居
村
三
十
二
名
、
香

西
町
五
十
名
）
と
十
八
人
の
発
起
人
名
が
刻
ん
で
あ
る
。 

 

★
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
年
。
日
本
は
八
月
二
十
三
日
、
ド
イ
ツ
に
宣
戦

布
告
し
、
青
島
（
チ
ン
タ
オ
）
な
ど
へ
出
兵
し
た
。 

★
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
、
善
通
寺
の
第
十
一
師
団
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
た
め
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
に
派
遣
さ
れ
た
。 

 

７ 

満
州
上
海
事
変
凱
旋
記
念
碑 

 

参
道
に
建
つ
大
き
な
注
連
柱
（
し
め
ば
し
ら
）
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
建
立
の
「
満
州
上
海

事
変
凱
旋
記
念
碑
」
で
あ
り
、
笠
居
三
地
区
別
に
出
征
者
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 
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８ 

郷
社
宇
佐
神
社
碑 

 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
神
辺
晟
太
・
多
満
夫
妻
が
建
立
し
た
「
郷
社
宇
佐
神
社
」
の
石
柱
に
は
、
そ

の
側
面
に
「
郷
社
宇
佐
神
社
記
略
」
と
題
す
る
長
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
宇
佐
神
社
創
建
の
経
緯
と
そ
の

後
の
歴
史
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

 

★
「
郷
社
宇
佐
神
社
記
略
」
の
文
中
に
は
、
宇
佐
神
社
城
郭
（
藤
尾
城
）
を
建
設
し
た
こ
と
に
対
す
る
氏

子
（
村
民
）
の
率
直
な
気
持
ち
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
傍
線
部
分
） 

 

「
郷
社
宇
佐
神
社
記
略
」 

 

…
伊
賀
守
香
西
佳
清
は
社
殿
を
是
竹
山
（
上
の
山
）
に
移
し
、
藤
尾
山
に
は
佐
料
城
を
移
し

て
居
（
住
ま
い
）
と
し
た
。
神
罰
を
恐
れ
な
が
ら
造
っ
た
塁
（
と
り
で
）
は
未
完
の
ま
ま
、
防

ぎ
戦
う
に
利
な
く
、
や
む
な
く
元
親
と
は
講
和
し
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
四
国
平
定
で
佳
清
は
君

臣
離
散
、
城
は
遂
に
滅
ん
だ
。
思
う
に
こ
れ
は
、
八
幡
神
へ
の
不
敬
の
報
い
で
あ
っ
た
。
… 
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９ 

久
保
利
作
翁
銅
像
碑 

久
保
利
作
氏
は
香
西
の
漁
業
、
教
育
、
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
幕
末
～
明
治
（
一
八
四
一
～
一
九
〇

六
）
の
人
。
中
笠
居
村
村
長
。 

香
西
を
代
表
す
る
網
元
と
し
て
、
香
西
鯛
網
漁
の
復
興
・
隆
盛
に
尽
力
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

の
失
火
に
よ
り
焼
失
し
た
宇
佐
八
幡
宮
の
再
建
、
三
和
神
社
に
お
け
る
魚
の
法
会
実
施
、
香
西
財
産
区
へ

の
山
林
寄
贈
な
ど
を
行
っ
た
。 

香
西
宇
佐
八
幡
の
久
保
利
作
氏
銅
像
（
大
正
十
〇
年
・
一
九
二
一
建
立
）
は
戦
時
中
の
金
属
回
収
で
供

出
さ
れ
、
今
は
台
座
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
台
座
に
は
、
久
保
利
作
氏
を
顕
彰
し
た
碑
文
が
残
さ
れ
て
い

る
。 

 <

碑
文> 

 

「
翁
の
姓
は
久
保
、
通
称
は
利
作
。
風
貌
人
格
と
も
抜
き
ん
で
て
お
り
、
公
益
を
為
す
こ
と
を
楽
し
み

と
し
た
。
漁
を
行
え
ば
潮
が
雨
の
ご
と
く
降
り
、
大
ハ
マ
グ
リ
は
霞
の
ご
と
く
気
を
吐
い
た
（
大
漁
で
あ

っ
た
。）
そ
の
た
め
家
も
人
も
自
給
し
自
足
し
た
。
香
西
は
そ
の
よ
う
な
重
要
な
港
で
、
町
は
に
ぎ
わ
い
繁

盛
し
た
。
翁
が
漁
業
に
、
教
育
に
遺
し
た
功
績
は
か
つ
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
令
息
も
そ
の
跡
を
継
ぎ
、
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世
に
益
を
民
に
利
を
与
え
て
い
る
。
郷
土
の
誰
も
が
翁
の
風
格
を
仰
ぎ
、
銅
像
を
建
て
て
姿
を
残
そ
う
と

し
た
。
こ
れ
は
、
積
善
の
余
慶
で
あ
り
、
後
世
の
人
に
模
範
を
残
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
田
雑
氏

は
大
し
た
も
の
だ
。
そ
の
妙
技
は
神
業
の
域
に
入
り
、
像
の
眉
目
は
生
き
て
動
い
て
い
る
。
こ
れ
で
翁
の

功
績
は
千
年
も
伝
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」 

 

（
久
保
利
作
翁
銅
像
台
座
の
碑 

お
お
よ
そ
の
意
味
） 

※
積
善
の
余
慶
＝
慣
用
句
「
善
行
を
重
ね
た
家
に
は
子
孫
ま
で
及
ぶ
幸
福
が
や
っ
て
く
る
の
だ
」 

※
田
雑
氏
は
像
を
鋳
造
し
た
香
川
県
立
工
芸
学
校
校
長 
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香
西
神
社  

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
香
西
尋
常
小
学
校
に
建
立
さ
れ
た
忠
魂
社
を
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

十
月
、
香
西
神
社
と
名
前
を
変
え
て
宇
佐
八
幡
宮
の
宇
佐
会
館
前
広
場
に
移
し
た
も
の
。 

終
戦
直
後
の
こ
の
時
期
は
全
国
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
部
の
学
校
視
察
が
あ
り
、
そ
こ
に
向
け
て
全
国
各
市
町

村
で
忠
魂
社
の
移
転
あ
る
い
は
撤
去
が
行
わ
れ
た
。 

※
忠
魂
社
…
天
皇
と
天
皇
制
国
家
に
忠
義
を
尽
く
し
て
死
ん
だ
者
の
霊
（
英
霊
）
を
祀
る
た
め
の
地
方
の

社
（
や
し
ろ
）
ま
た
は
碑
。
忠
魂
碑
。
忠
魂
塔
。
も
と
は
幕
末
の
戊
辰
戦
争
（
一
八
六
八
～
一
八
六
九
）

に
お
け
る
官
軍
（
新
政
府
軍
）
の
戦
死
者
の
霊
を
祀
っ
た
各
藩
の
招
魂
社
が
は
じ
ま
り
。 
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明
治
政
府
は
市
町
村
単
位
に
忠
魂
社
を
、
各
県
単
位
に
護
国
神
社
を
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
全
国
単
位

の
靖
国
神
社
を
建
て
て
国
家
（
天
皇
）
に
忠
義
を
尽
く
し
て
戦
死
し
た
者
の
霊
（
英
霊
）
を
合
祀
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
靖
国
神
社
は
陸
海
軍
省
の
所
管
と
し
た
。 

 

★
香
西
忠
魂
社
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
、
香
西
尋
常
小
学
校
の
校
庭
に
建
立
。 

★
太
平
洋
戦
争
終
結
後
、
占
領
政
策
に
よ
る
忠
魂
社
（
忠
霊
塔
）
の
破
棄
通
告
が
あ
り
全
国
的
に
忠
魂
社

の
撤
去
（
ま
た
は
移
転
）
が
進
ん
だ
。
香
西
の
忠
魂
社
は
香
西
小
学
校
か
ら
宇
佐
八
幡
宮
に
移
さ
れ
た
。 

  

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
九
月
に
香
西
地
区
連
合
自
治
会
が
社
殿
の
大
改
修
を
行
っ
た
と
き
、
香

西
神
社
の
祭
神
を
、
西
南
戦
争
以
後
第
二
次
大
戦
ま
で
の
戦
死
者
二
百
三
十
二
柱
の
他
に
、
香
西
資
村
ら

先
賢
十
四
柱
を
加
え
た
。 

こ
の
と
き
新
た
に
祭
神
と
し
た
先
賢
十
四
柱
と
は
香
西
資
村
、
香
西
佳
清
、
瀬
戸
屋
善
兵
衛
、
植
松
彦

太
夫
の
ほ
か
明
治
～
昭
和
期
の
香
西
の
村
政
・
町
政
に
か
か
わ
っ
た
村
長
・
町
長
・
議
員
ら
十
名
で
あ
る
。 
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［
香
西
神
社
に
つ
い
て 

こ
の
お
社
は
、
昭
和
十
年
秋 

現
在
の
香
西
小
学
校
校
庭
の
一
隅
に
、
忠
魂
社

と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
社
名
を
香
西
神
社
と
改
め
、
こ
の
地
に
移
転
修
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
祭
神
は
、
郷
土
香
西
を
今
日
の
姿
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
香
西
左
近

将
監
資
村
公
を
始
め
、
十
余
柱
の
先
賢
と
、
西
南
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
に
至
る
戦
役
で
一
身
を
祖
国
に

捧
げ
ら
れ
た
二
百
三
十
余
柱
の
英
霊
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
立
当
時
、
神
さ
び
て
荘
厳
で
あ
っ
た
お

社
も
、
風
雪
四
十
五
年
、
そ
の
尊
厳
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
ま
で
に
老
朽
化
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の

度
地
区
住
民
各
位
の
誠
心
を
結
集
し
て
改
築
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
経
緯
を
記
し
て
後
世
に
伝

え
、
多
く
の
人
々
が
お
社
の
尊
霊
に
対
し
、
永
く
敬
虔
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
昭
和
五
十
五
年
九
月
吉
日 
香
西
地
区
連
合
自
治
会
］（
香
西
神
社
現
地
に
建
つ
説
明
板
） 

 

「
香
西
神
社
祭
神
尊
名
一
覧 

〇
自
治
功
労
者
（
先
賢
）
十
四
柱 

香
西
左
近
将
監
資
村 

香
西
伊
賀
守
柱
清
瀬
戸
屋
善
兵
衛 

植
松
彦

太
夫 

久
保
利
作 

久
保
栄
吉 

神
辺
晟
太 

泉
川
晃
義 

泉
川
秀
登 

片
岡
亀
吉 

泉
川
亮
平 

久
保

徳
次 

愛
染
藤
太 

本
田
忠
雄 

 

〇
戦
傷
病
死
者
二
百
三
十
二
柱
（
略
）
」 

（
昭
和
五
十
五
年
十
月
、
香
西
校
区
連
合
自
治
会
が
会
員
に
配
布
し
た
資
料
） 



14 

 

11
 

松
尾
社
（
ま
つ
の
お
し
ゃ
）
と
香
西
杜
氏
（
こ
う
ざ
い
と
う
じ
）  

宇
佐
八
幡
宮
の
本
殿
裏
に
あ
る
松
尾
社
の
祭
神
は
、
酒
の
神
、
醸
造
の
神
で
あ
り
、
香
西
杜
氏
の
信
仰

を
集
め
た
。
松
尾
社
の
玉
垣
に
は
、
か
つ
て
の
香
西
杜
氏
の
名
前
や
蔵
元
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

杜
氏
は
酒
を
醸
造
す
る
作
業
の
長
で
あ
り
、
酒
造
り
の
指
揮
者
。
香
西
浦
の
里
人
は
天
正
年
間
（
一
五

七
三
～
九
二
）
頃
か
ら
業
務
の
余
暇
に
酒
造
り
を
し
て
い
た
。
明
治
以
降
、
香
西
杜
氏
の
評
価
が
高
ま
り
、

香
西
を
代
表
す
る
出
稼
ぎ
産
業
と
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
香
西
杜
氏
は
酒
造
り
に
出
か
け
る
と
き
、
帰

っ
て
き
た
と
き
に
必
ず
松
尾
社
に
お
参
り
し
た
。 

香
西
杜
氏
の
醸
造
に
な
る
銘
酒
と
し
て
次
の
二
十
の
銘
柄
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

国
粋 

宵
月 

宝
美
人 

琴
の
露 

綾
菊 
日
出
龍 

玉
浦 

楽
心 

竹
の
友 

月
星 

大
吉 

賀
寿

美 

長
寿
楽 

朝
鷹 

金
龍 

四
方
戒 

歌
菊 
凱
陣
（
以
上
香
川
県
）
勢
玉
（
徳
島
県
） 

初
勢
（
愛
媛

県
） 

「
香
北
の
観
光
と
産
業
」（
昭
和
二
十
九
年
・
香
西
町
観
光
協
会
刊
） 

 

松
尾
社
の
隣
の
塩
釜
神
社
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
生
島
塩
田
か
ら
遷
座
さ
れ
た
も
の
。 
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Ⅳ

．
芝
山
へ
の
道
筋  

12

 
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
の
石
標  

大
石
米
屋
の
脇
に
あ
る
石
標 

南
面 

右
高 
松
江
（
え
）
一
里 

西
面 

右 

加
王
口
（
か
わ
ぐ
ち
）
江
（
え
）
二
丁 

左 

白
三
年
（
し
ろ
み
ね
）
え
二
里 

北
面 

元
治
二
年
乙
丑
（
き
の
と
う
し
）
正
月
吉
日 

催
主
義
右
衛
門
／ 

和
泉
屋
義
兵
衛
／
木
曽
根
長
兵
衛
／
玉
屋
長
兵
衛
／
松
本
屋
喜
助 

／
中
磯
屋
太
郎 
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エ
ビ
ス
（
え
び
す
） 
中
塚
加
茂
神
社
の
通
称  

中
塚
賀
茂
神
社
の
も
と
の
名
称
は
中
須
賀
恵
比
寿
神
社
。
正
式
名
称
が
中
塚
加
茂
神
社
と
変
わ
っ
た
今

も
、
地
元
で
の
通
称
は
エ
ビ
ス
。 

香
西
三
浜
の
恵
比
寿
神
社
の
一
つ
で
あ
り
、
他
の
二
社
と
同
じ
く
海
辺
に
建
つ
神
社
で
あ
っ
た
。（
か
つ
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て
は
こ
の
神
社
の
近
く
ま
で
海
が
き
て
い
た
） 
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む
き
む
き
（
向
き
向
き
） 

む
き
む
き
の
家
並
が
比
較
的
残
っ
て
い
る
の
は
、
中
塚
の
エ
ビ
ス
（
中
塚
加
茂
神
社
）
の
西
、
ハ
マ
ス

ジ
の
南
あ
た
り
の
生
活
道
で
あ
る
が
、
今
回
は
参
加
者
百
名
規
模
の
大
移
動
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

域
に
は
入
ら
な
い
・
・
・
。 
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ハ
マ
ス
ジ
（
浜
筋
） 

香
西
港
か
ら
長
安
寺
へ
向
か
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
道
。 

ハ
マ
ス
ジ
は
、
入
り
組
ん
だ
ム
キ
ム
キ
の
集
落
の
外
側
（
北
側
）
の
浜
辺
に
沿
っ
て
造
ら
れ
た
す
っ
き

り
し
た
直
線
的
な
道
で
あ
る
。
海
側
（
北
側
）
に
は
水
軍
屋
敷
（
船
頭
屋
敷
）
が
、
南
側
に
は
や
や
入
り

組
ん
だ
お
水
夫
（
か
こ
）
長
屋
が
建
っ
て
い
た
。
か
つ
て
の
中
須
賀
軍
港
（
香
西
軍
港
）
の
中
心
部
が
、

ハ
マ
ス
ジ
沿
い
に
あ
っ
た
。 
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水
軍
屋
敷
と
お
水
夫
（
か
こ
）
長
屋 

備
讃
瀬
戸
の
海
賊
制
圧
の
た
め
鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
香
西
水
軍
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
藩
主
の

参
勤
・
帰
城
の
航
海
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
活
躍
し
た
。
香
西
港
は
香
西
水
軍
の
根
拠
地
と
し
て
整

備
さ
れ
、
ハ
マ
ス
ジ
に
沿
っ
て
広
さ
が
二
畝
（
六
十
坪
）
の
屋
敷
が
十
二
軒
並
ん
で
お
り
、
香
西
水
軍
の

船
頭
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
。
藩
政
時
代
に
は
藩
主
の
御
座
船
の
護
衛
に
も
従
事
し
た
。
近
く
の
ス
ソ
に

は
お
水
夫
長
屋
が
二
十
軒
ほ
ど
残
っ
て
い
た
。 

 ★
領
主
・
藩
主
の
命
を
受
け
て
働
く
水
夫
を
御
用
水
夫
（
ご
よ
う
か
こ
）
と
い
う
。
藩
の
軍
船
や
輸
送
船
、

自
前
の
船
な
ど
に
の
り
、
海
上
輸
送
な
ど
の
御
用
（
公
務
）
に
従
事
す
る
。
水
主
、
水
手
、
加
子
と
も
表

記
し
、
い
ず
れ
も
「
か
こ
」
と
読
む
。 

香
西
の
漁
民
は
、
早
く
か
ら
香
西
氏
の
御
用
水
夫
と
し
て
働
い
た
が
、
生
駒
、
松
平
の
藩
政
時
代
の
も

中
須
賀
の
ス
ソ
に
お
水
夫
長
屋
（
船
子
長
屋
）
を
与
え
ら
れ
、
御
座
船
の
操
船
な
ど
藩
の
御
用
水
夫
の
主

力
と
し
て
働
い
た
。 
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長
安
寺
（
ち
ょ
う
あ
ん
じ
）  

特
留
山
長
安
寺
。
浄
土
真
宗
興
正
派
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
。
香
西
九
か
寺
の
一
つ
。
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）、
長
安
寺
で
「
郷
校
（
笠
居
三
村
教
育
所
）」
が
開
校
。
生
徒
約
百
名
に
、
笠
居
郷
初
の
本
格
的

初
等
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。 

四
年
後
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
、
学
制
発
布
を
受
け
て
香
西
小
学
校
、
中
山
小
学
校
、
亀
水

（
た
る
み
）
小
学
校
、
佐
料
（
さ
り
ょ
う
）
小
学
校
が
開
校
し
、
長
安
寺
の
郷
校
は
閉
鎖
・
終
了
。 

 

18

 

つ
き
あ
た
り
の
地
蔵
（
マ
エ
カ
タ
の
地
蔵
）  

常
善
寺
参
道
と
西
臨
港
線
の
交
わ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
地
蔵
。 

 【
私
ら
は
突
き
当
り
地
蔵
と
呼
ん
で
い
た
。
中
塚
の
ハ
マ
ス
ジ
か
ら
西
へ
歩
い
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
突
き
当

り
に
あ
る
か
ら
、
突
き
当
り
地
蔵
。】 

【
昔
、
道
路
を
つ
け
変
え
る
か
何
か
で
都
合
が
で
け
て
、
マ
エ
カ
タ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
動
い
て

も
ら
わ
な
い
か
ん
こ
と
に
な
っ
た
ん
や
と
。そ
れ
で
、お
地
蔵
さ
ん
に
お
許
し
を
も
ら
わ
な
い
か
ん
の
で
、
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お
地
蔵
さ
ん
と
話
が
で
き
る
人
を
呼
ん
で
来
て
事
情
を
言
う
て
頼
ん
で
も
ろ
た
ん
や
と
。
そ
し
た
ら
お
地

蔵
さ
ん
は
「
動
き
と
な
い
。
こ
こ
が
え
え
」
言
う
ん
や
と
。
ど
し
て
も
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
か
と
、
も
い

っ
ぺ
ん
お
聞
き
し
た
ら
、「
や
っ
ぱ
り
動
き
と
な
い
。
ハ
マ
ス
ジ
が
ま
っ
す
ぐ
見
え
る
コ
コ
が
え
え
」
言
う

た
ん
や
と
。
そ
れ
で
マ
エ
カ
タ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
動
い
て
も
ら
う
ん
は
や
め
た
ん
や
と
。】 

 

Ⅴ

．
芝
山  
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芝
山 

柴
山
。
香
西
北
町
の
海
に
突
き
出
た
半
島
状
の
小
山
。
標
高
四
十
四
メ
ー
ト
ル
。 

古
く
は
小
さ
な
島
（
陸
繁
島
）
で
、
満
潮
時
に
は
橋
で
往
来
し
て
い
た
と
い
う
。
香
西
港
に
と
っ
て
芝

山
は
、
北
西
の
強
い
季
節
風
を
防
ぐ
地
理
的
位
置
に
あ
り
、
香
西
港
が
良
港
と
て
発
展
し
た
根
拠
の
一
つ

に
な
っ
た
山
で
あ
る
。 

後
藤
点
の
創
始
者
、
後
藤
芝
山
（
し
ざ
ん
・
一
七
二
一
～
八
二
）
の
父
友
貞
は
、
藩
財
政
窮
乏
に
よ
る

人
員
整
理
に
あ
い
、
芝
山
の
麓
で
郷
士
（
ご
う
し
）
と
し
て
半
農
半
漁
の
生
活
に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
後

藤
芝
山
は
、
香
西
で
育
ち
、
芝
山
か
ら
城
下
ま
で
一
里
の
道
を
通
っ
て
学
問
に
励
ん
だ
と
い
う
。 
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 ★
山
頂
に
あ
る
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
一
月
建
立
の
大
蔵
経
教
塔
は
、
建
立
主
香
西
寺
。
塔
が
建

立
さ
れ
た
享
保
年
間
は
、
ほ
ぼ
十
年
間
を
通
し
て
豪
雨
、
洪
水
、
落
雷
、
干
ば
つ
、
地
震
、
害
虫
被
害
、

天
然
痘
の
大
流
行
な
ど
の
災
害
が
相
次
ぎ
、
盗
賊
の
出
没
も
あ
っ
た
。 

 

20

 

芝
山
神
社
（
し
ば
や
ま
じ
ん
じ
ゃ
）
と
天
狗
岩
（
て
ん
ぐ
い
わ
） 

芝
山
山
頂
に
あ
る
神
社
。
祭
神
は
大
歳
神
・
御
歳
神
・
大
国
主
神
・
事
代
主
神
・
弁
天
神
の
五
神
。 

 ★
も
と
の
神
社
参
道
は
、
登
り
口
か
ら
拝
殿
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
一
直
線
で
あ

っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
「
さ
ぬ
き
浜
街
道
」（
臨
海
産
業
道

路
）
開
通
の
際
、
参
道
登
り
口
を
切
り
取
ら
れ
た
た
め
、
現
在
の
よ
う
な
屈

折
し
た
階
段
に
な
っ
た
。
一
直
線
で
あ
っ
た
時
の
参
道
は
、
浜
街
道
の
芝
山

交
差
点
の
中
央
あ
た
り
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。 

 

伝
承
に
よ
れ
ば
、
芝
山
は
白
峯
と
八
栗
を
行
き
来
す
る
天
狗
の
通
り
道
に

当
た
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
山
上
に
は
見
事
な
枝
ぶ
り
の
天
狗
松
が
そ
び
え
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て
い
た
が
、
今
は
枯
れ
て
い
る
。
芝
山
神
社
の
本
殿
前
に
は
天
狗
岩
が
あ
る
。 
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芝
山
城
（
し
ば
や
ま
じ
ょ
う
）  

香
西
北
町
の
芝
山
（
標
高
四
十
四
ｍ
）
山
頂
部
に
あ
っ
た
香
西
氏
の
出
城
。
香
西
資
村
が
佐
料
城
と
勝

賀
城
の
築
城
に
か
か
っ
た
と
き
か
ら
海
上
警
備
の
た
め
の
出
城
、
狼
煙
場
と
し
て
守
兵
が
置
か
れ
、
以
後

代
々
の
城
主
に
よ
り
、
居
城
、
詰
め
城
に
次
ぐ
三
番
目
の
城
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。 

香
西
佳
清
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
か
ら
始
め
た
藤
尾
城
築
造
に
伴
い
芝
山
城
を
補
強
し
城
塞
化

し
た
。
香
西
氏
家
臣
で
円
座
城
主
の
渡
辺
市
之
丞
、
三
之
丞
が
城
代
と
し
て
守
っ
た
。
本
丸
四×

六
間
、

北
の
丸
三×

五
間
、
南
の
丸
四×
七
間
。 

 

Ⅵ

．
萬
徳
寺 
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萬
徳
寺
（
ま
ん
と
く
じ
） 

吉
祥
山
多
聞
院
萬
徳
寺
。
高
野
山
真
言
宗
。
香
西
九
か
寺
の
一
つ
。 

 



22 

 
★
本
尊
毘
沙
門
天
（
多
聞
天
）
は
聖
徳
太
子
作
と
伝
わ
る
秘
仏
で
、
三

十
三
年
に
一
度
の
御
開
帳
。
昨
年
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
、
ひ
さ

び
さ
の
ご
開
帳
が
あ
っ
た
ば
か
り
。
次
の
御
開
帳
は
、
二
〇
五
一
年
。 

★
一
月
中
旬
（
今
年
は
一
月
十
三
日
）
に
行
う
病
魔
除
け
の
百
万
遍
大

数
珠
操
り
は
、
中
興
第
二
世
住
職
道
峯
法
師
に
よ
っ
て
文
化
年
間
（
一

八
〇
四
～
一
八
一
八
）
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う 

★
境
内
に
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
建
立
の
護
国
聖
霊

之
墓
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
は
香
西
町
軍
人
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。 

★
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
に
は
、
大
阪
か
ら
の
学
童
疎
開
を

受
け
入
れ
た
香
西
町
四
か
寺
の
本
部
と
な
っ
た
。 
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萬
徳
寺
の
毘
沙
門
天 

萬
徳
寺
の
本
尊
仏
で
、
三
十
三
年
に
一
度
だ
け
ご
開
帳
さ
れ
る
秘
仏
。
脇
侍
と
し
て
右
に
吉
祥
天
、
左

に
善
膩
師
（
ぜ
ん
に
し
）
童
子
を
置
い
た
三
尊
仏
形
式
を
と
る
。
毘
沙
門
天
と
吉
祥
天
は
夫
婦
で
あ
り
善

膩
師
は
子
供
だ
と
さ
れ
る
。
毘
沙
門
三
尊
が
揃
っ
て
い
る
例
は
少
な
く
、
満
徳
寺
の
三
尊
は
貴
重
な
例
で
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あ
る
。 
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学
童
疎
開
の
寺  

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月
、
サ
イ
パ
ン
島
日
本
軍
が
玉
砕
し
、
七
月
以
降
は
日
本
国
土
が
米
軍

の
爆
撃
空
域
に
入
っ
た
た
め
に
、
本
土
空
襲
は
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
戦
況
の
悪
化
の
下
で

学
童
疎
開
が
始
ま
っ
た
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
、
香
西
町
で
は
四
か
寺
が
大
阪
か
ら
の
学
童
疎
開
を
受
け
入
れ
た
が
、

萬
徳
寺
は
香
西
町
四
か
寺
の
本
部
と
な
っ
た
。
＊
香
西
町
の
疎
開
児
童
（
計
百
五
十
五
名
）
を
受
け
入
れ

た
の
は
、
萬
徳
寺
（
四
十
五
名
）、
西
光
寺
（
四
十
五
名
）、
常
善
寺
（
三
十
三
名
）、
長
安
寺
（
三
十
二
名
） 

 【
大
阪
か
ら
疎
開
児
童
を
引
率
し
て
来
ら
れ
た
先
生
の
中
に
、
八
木
先
生
と
い
う
音
楽
の
先
生
が
お
ら
れ

ま
し
て
、
香
西
出
身
の
勝
浦
茂
夫
さ
ん
と
い
う
若
い
海
軍
兵
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
特
攻
隊
攻
撃
で
戦
死
し
た
と

き
、
勝
浦
茂
夫
さ
ん
を
讃
え
る
歌
の
作
曲
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
勝
浦
さ
ん
の
お
墓
は
、
萬
徳
寺
境
内
の

軍
人
墓
地
に
あ
り
ま
す
。】 

「
香
西
の
西
光
寺
へ
集
団
疎
開
に
行
き
ま
し
た
。
台
風
の
た
め
、
波
が
高
く
、
み
ん
な
船
酔
い
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
高
松
に
着
い
た
ら
、
鬼
無
ま
で
汽
車
に
乗
り
、
そ
こ
か
ら
嵐
の
雨
の
中
を
歩
い
て
行
き
ま
し
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た
。
停
電
だ
っ
た
の
か
、
ろ
う
そ
く
で
食
事
を
と
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（「
創
立
九
十
周
年
記
念
誌 

わ
た
し
た
ち
の
市
岡
」） 
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萬
徳
寺
の
石
仁
王  

萬
徳
寺
山
門
に
置
か
れ
て
い
る
仁
王
像
は
通
例
の
金
剛
力
士
像
で
は
な
く
、
甲
冑
を
つ
け
た
二
天
将
姿

の
独
特
の
石
像
。
獣
の
革
を
剥
い
で
作
っ
た
鎧
を
着
た
姿
に
彫
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
武
装
像
で
あ
り
、
向

か
っ
て
左
側
の
像
は
右
手
に
獅
噛
（
し
か
み
）
も
彫
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
四
天
王
の
中
の
持
国
天
と

増
長
天
（
ま
た
は
持
国
天
と
多
聞
天
）
が
二
尊
形
式
を
と
っ
て
山
門
（
二
天
門
）
を
守
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。 

 

★
こ
の
仁
王
像
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
怪
力
僧
（
萬
徳
寺

五
世
住
僧
、
観
明[

か
ん
み
ょ
う]

法
師
の
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
伝
承
が
あ
る
。
か
つ
て
は
正
月
三
日
に
観
明
法
師
を
し

の
ぶ
力
餅
大
会
が
あ
り
、
萬
徳
寺
へ
の
初
詣
は
こ
の
日
が

多
か
っ
た
。
） 
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「
萬
徳
寺
中
興
五
世
、
観
明
法
師
は
阿
波
に
生
ま
れ
た
。
背
丈
は
低
い
が
筋
骨
隆
々
と
し
、
二
百
貫
の
庭

石
を
独
り
で
動
か
す
怪
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
萬
徳
寺
門
前
の
石
像
の
仁
王
尊
二
基
を
大
切
に
し
、
寒

い
夜
は
抱
き
か
か
え
て
寺
内
に
移
し
て
翌
朝
ま
た
元
の
門
前
に
運
び
出
し
て
や
っ
た
。
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
正
月
、
川
辺
の
定
光
寺
に
移
り
、
そ
こ
で
維
新
を
迎
え
た
。
神
仏
分
離
令
が
出
て
定
光
寺
が
廃
寺

さ
れ
た
と
き
、
寺
の
梵
鐘
を
下
ろ
し
て
身
体
に
結
び
つ
け
、
高
松
ま
で
運
ん
で
売
っ
た
と
い
う
。
」 

（
香
西
史
） 
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香
西
町
軍
人
墓
地  

中
笠
居
村
お
よ
び
香
西
町
出
身
の
戦
没
者
の
墓
碑
を
集
め
た
墓
地
。
萬
徳
寺
境
内
に
あ
る
。
軍
人
墓
地

と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
、
護
国
精
霊
之
墓
を
建
立
し
た
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
。 

個
人
の
墓
石
で
最
も
古
い
も
の
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
四
月
十
二
日
、
西
南
戦
争
に
従
軍
し
熊
本

県
宇
土
町
で
戦
死
し
た
今
竹
清
次
氏
（
二
十
四
歳
）。
所
属
し
た
丸
亀
歩
兵
第
十
二
連
隊
は
、
明
治
十
年
（
一

八
七
七
）
二
月
十
八
日
、
西
南
戦
争
に
出
兵
。
戦
死
者
百
五
十
一
名
を
出
し
て
い
る
。 

次
い
で
日
清
戦
争
戦
死
者
二
基
、
日
露
戦
争
戦
死
者
七
基
、
以
下
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
日

中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
死
者
の
墓
標
が
続
く
。 
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★
日
露
戦
争
関
連
の
墓
石
に
は
、
激
戦
地
と
な
っ
た
東
鶏
冠
山
、
二
〇
三
高
地
な
ど
の
地
名
も
見
え
る
。 

★
第
二
次
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
の
墓
標
の
中
に
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
六
日
神
風

特
別
攻
撃
隊
大
和
隊
の
隊
員
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ブ
島
か
ら
ゼ
ロ
戦
で
出
撃
、
ス
リ
ガ
オ
海
峡
東
方
八

十
哩
で
特
攻
死
し
た
勝
浦
茂
夫
氏
（
二
十
歳
）
の
墓
が
あ
る
。
海
軍
の
神
風
特
攻
隊
攻
撃
の
開
始
後
わ
ず

か
二
日
目
の
特
攻
死
で
あ
る
。 

★
特
攻
死
し
た
香
川
県
出
身
者
は
、
海
軍
三
十
二
名
、
陸
軍
六
十
九
名
の
計
百
一
名
。 

 

【
私
は
、
軍
人
墓
地
に
、
新
し
い
お
墓
が
建
つ
こ
と
が
な
い
世
の
中
で
、
よ
か
っ
た
な
ア
と
思
い
ま
す
。

軍
人
墓
地
に
、
建
て
ら
れ
て
七
十
年
以
上
た
つ
古
い
お
墓
し
か
な
く
て
、
よ
か
っ
た
な
ア
と
、
来
る
た
び

に
思
い
ま
す
。
こ
の
軍
人
墓
地
に
入
る
の
は
、
私
の
お
じ
い
さ
ん
が
最
後
で
い
い
の
で
す
。
こ
こ
に
は
、

も
う
新
し
い
お
墓
は
、
い
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
お
墓
も
、
孫
の
お
墓
も
、
そ
の
ま
た
次
の
子
供
た
ち
の
お

墓
も
、
軍
人
墓
地
の
中
に
建
て
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。】 
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護
国
聖
霊
之
墓
（
ご
こ
く
し
り
ょ
う
の
は
か/

ご
こ
く
せ
い
れ
い
の
は
か
）  

香
西
町
軍
人
墓
地
に
建
つ
香
西
町
出
身
戦
没
者
の
慰
霊
塔
。
寄
せ
墓
。
墓
碑
銘
は
高
野
山
大
僧
正
和
田



27 

性
海
師
の
筆
に
な
る
。
碑
文
（
慰
霊
文
）
は
な
い
。 

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
十
五
日
、
萬
徳
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
、
県
内
の
戦
没
者
慰
霊
塔
の

先
駆
け
と
な
っ
た
。 

 

★
慰
霊
文
は
な
く
、
台
座
に
は
西
南
戦
争
以
後
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
約
七
十
年
間
に
戦
没
し
た
香
西
町
出

身
者
二
百
九
名
の
名
前
を
刻
ん
で
寄
せ
墓
に
し
て
あ
る
。 

★
戦
前
、
戦
中
の
戦
没
者
慰
霊
塔
が
忠
魂
碑
、
忠
魂
塔
な
ど
と
刻
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
香
西
町
軍
人

墓
地
の
慰
霊
塔
は
護
国
聖
霊
之
墓
と
刻
ま
れ
、
忠
魂
、
忠
霊
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
い
初
め
て
の
慰
霊

塔
。
ま
た
、
こ
の
後
建
て
ら
れ
る
県
内
各
地
の
慰
霊
塔
に
あ
る
慰
霊
文
も
、
こ
の
慰
霊
塔
に
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。 

  

参
考
文
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『
郷
土
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成
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十
三
年



 



 

 
ふるさと探訪「香西氏の史跡を訪ねる」探訪ルート 

芝山神社 

万徳寺 

宇佐八幡宮 



 

１月２０日（日）復路 

※香西寺の大護摩 本日（平成３１年１月２０日）開催！ 

◆ことでんバス 下笠居線・香西線 

【瓦町駅へ】24 歯科医療センター・イオン高松東店（瓦町経由） 

中塚(12:17 発)→瓦町駅(12:37 着) 

【高松駅へ】12 高松駅（昭和町市立図書館経由） 

中塚(12:51 発)→高松築港(13:11 着)→高松駅（13:14 着） 

  
 

✿次回のふるさと探訪は… 

◎テ－マ：「男木島の水仙を訪ねる」（予定） 

◎とき：平成 31 年 2 月 24 日（日）午前９時～午前 11 時 30 分 

◎集合場所：男木港 （男木交流館前） 

◎講師：妹尾 共子さん（高松市文化財保護協会理事） 

◎探訪先：男木島灯台、水仙街道等（※坂道が多いです） 

◎参加費：無料 

 

★船の便の御案内（往復大人 1,020 円、小学生 520 円） 

◎行き：高松港（8:00 発）→男木港（8:40 着） 

◎帰り：男木港（13:00 発）→高松港（13:40 着） 

 

★注意 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」２月１５日号に開催案内を掲載予定です。 

（ホームページでは、より詳細な案内や過去の資料を御覧いただけます！） 

 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分

に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じ

ない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。 

 

最明寺 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


